
J a n .  2 0 1 9  N o . 4 6 0 法学教室 151

本書は「総論」と「各論」に大きく分かれています。「各論」は社会保障法の各分野の紹介
になっています。しかし，ここにも各冒頭に「総論」があります。これがこの本の最大のポ
イントです。単なる制度趣旨の解説にとどまらず，各分野がどのように法体系の中で位置づ

けられているかが明快に書かれています。各分野の総論だけでもそれぞれ読んでいただければ，社会保
障法の法体系がよく理解できます。
　さらに，目次や索引が詳細なので辞典のようにも使えます。そこには，「発展」の項目だけの目次が
あります。「発展」では社会保障法をめぐる現代的な問題や興味深い論点をコラム風にして解説してい
ます。非常に盛りだくさんなのでここだけ拾い読みをしても十分勉強になります。
　この本は何度も検討に検討を重ねた上で刊行されました。4人の執筆者がお互いの原稿にコメントを
して，議論し，何度も修正しました。文字通りの「共著」です。また，検討会には東京大学の岩村正彦
先生に毎回出席していただき，たいへん有益なコメントやご指摘，ご提案を数多くしていただき，それ
らが本の内容に反映されています。（ I ）
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中身はとってもわかりやすくて興味深い内容になっています。ぜひ手に取ってみてください。
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